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　天気のいい季節になると、あちこちでブロカントが始まり

ます。新品ではありませんが、すぐに成長して着れなくな

る子どもの普段着や、滞在の記念になるベルギー製の食器な

ど、掘り出し物を探しに出かけてみませんか？　また、いら

なくなったけどまだ使えるものをどうしようと悩むなら、いっ

そ売る側になってみるのも楽しいです。ブロカントの開催情

報は、役所が発行しているガイド冊子や役所のウェブサイ

ト、月刊誌「Le Carnet du Collectionneur」に掲載されて

います。身近な開催場所を見つけて、まずは友だちと買う側

として出かけてみましょう。そして、様子をつかんだら、今

度は売る側になって不要品を売り、お家をすっきりさせませ

んか？

　以下は、読者の方からいただいた情報です。

☆ブロカントで買う

　普段の買い物でも四苦八

苦なのに交渉して買い物

なんて無理!!とお考えの方

も、行ってみればきっと新

たな発見があるに違いあり

ません。広場いっぱいに並

ぶたくさんのガラクタの山

に「こんなもの売っていい

の〜？！」と、見るだけでも随分楽しむことができます。日

本人に人気のボッホ(Royal Boch、1841年以来続くベルギー

の老舗、王室御用達にもなっている)の食器や銀食器を探すの

は、まるで宝探し感覚。現地語で会話ができない人でも、ジェ

スチャーで充分どうにかなりますのでご心配なく。フランス語

を習っている方にとっては、覚えた言葉を使ういい実践の場に

なります。

☆ブロカントで売る

　思っている以上に、いろいろなモノが売れます。例えば、

クイックのおまけの玩具や、古びた服、缶切りなど、捨てよ

うと思っていたものも、きっと買い手が見つかります。ただ

し相手は強気に値下げを交渉してきます。人によっては25セ
ント単位でもどんどん値下げを求めてきます。何度も数字の

やりとりを強いられますし、2つでいくらとか、全部買うから

○ユーロ、などと巧みに交渉してきますが、そこは怯まずに

頑張りましょう。もちろん、相手が納得した(安いと思う)値

　ブロカントに行ってみよう

　　　ブロカントをやってみよう

段であれば、特に交渉されることもなく売れる場合もありま

す。また、こうした交渉の隙を狙った置き引きなどの被害も

あるという話なので、夢中になりすぎないようご注意を。

　例えば、オーデルゲムの区役所がカルフール駐車場で行っ

ているブロカントに出店したい場合は、当日(第3日曜)の朝(7
時くらい)に現地へ行って、出店料を払い(€25)、場所を自分

で決めて、簡単に始めることができます。予約は不要です。

場所は、車を置く分も含めて、駐車場3台分です。出店料は場

所単位なので、複数の出店者で割り勘することもできます。

売るための工夫として、服をハンガーラックなど目立つもの

につるして陳列することで、目につきやすくなり、見てもら

える確率を増やせます。また、釣り銭の準備と、売った物を

入れる袋は用意しておいた方が良いでしょう。設定した値段

にもよると思いますが、€1、€2のコインは多めに用意してお

いた方が良いかと思います。終了時間は自由で、12時を過ぎ

た頃から段々と人が減ってくるので、出店者の判断で、三々

五々終わりにしていきます。

☆ブロカントに学ぶ

　こんなモノ買うの？ こんなモノ売れるの？ とカルチャー

ショックを受ける人がいるかもしれません。日本にいると、

買うのも捨てるのもついつい簡単にしてしまいがちですが、

こうしてブロカントを経験して、物を大事にする感覚を研ぎ

澄ませましょう。特に短期間での引っ越しを余儀なくされる

駐在生活では、モノを減らすのが引っ越しの課題になってき

ますが、ブロカントで売りに出してみることで、捨てるはず

だったものが、ベルギーを離れても誰かに大切に使ってもら

えると思うと、なんとなく気分が良いものです。 

　ということで、捨てる前にブロカントに出してみるという

のも、一つの良い選択肢になるのではないでしょうか。
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